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屋 久 島 に お け る シ ダ 植 物 の 遺 伝 的 多 様 性 と 保 全
高 宮 正 之 ( 熊 本 大 )
屋 久 島 は 、 シ ダ 植 物 の 宝 庫 と し て 知 ら れ て き た 。 初 島 (1986) に よ れ ば 、 変 種 や 推
定 雑 種 を 含 め て 屋 久 島 か ら 328 分 類 群 が 記 録 さ れ て い る 。 日 本 の シ ダ 植 物 は お お
よ そ 7 5 0 分 類 群 な の で 、 約 4 0 % が 屋 久 島 に 生 育 し て い る こ と と な る 。 こ れ ま で
屋 久 島 の シ ダ 植 物 に つ い て は 、 主 に フ ロ ー ラ の 調 査 が 中 心 で は あ る が 、 屋 久 島 産
の も の を 材 料 に 用 い た 研 究 も た く さ ん の 実 績 が あ っ た 。 し か し 、 屋 久 島 を 主 た る
フ ィ ー ル ド と し て 行 わ れ た 詳 細 な 解 析 的 研 究 例 は 、 僅 か に Darnaedi a n d  Iwatsuki 
(1 987) の コ ス ギ イ タ チ シ ダ Dryopteris yakusilvicola の 解 析 の み で あ っ た 。 分 類 学 的
に も 多 く の 問 題 を 含 む 屋 久 島 の シ ダ 植 物 に つ い て 、 フ ィ ー ル ド を 生 か し た 多 く の
解 析 が 望 ま れ る 。 一 方 、 屋 久 島 で は 近 年 ヤ ク ジ カ に よ る 食 害 が 急 速 に 広 が っ て い
る 。 こ れ ま で そ れ ほ ど 問 題 視 さ れ て い な か っ た が 、 シ ダ 植 物 で も 固 有 種 を 含 め た
多 く の 貴 重 種 が 絶 滅 に 瀕 し て い る 。 こ れ ら の 種 の 多 く は 形 態 的 な 記 載 の み し か な
さ れ て お ら ず 、 遺 伝 情 報 を 含 め た 早 急 な 分 析 が 必 要 と な っ て き た 。
今 回 の 研 究 で は 、 森 林 の 撹 乱 や 利 用 形 態 の 違 い が 分 類 学 的 多 様 性 に 与 え る 影 響
と 、 ヤ ク ジ カ の 食 害 か ら の 保 全 の た め の 基 礎 調 査 を 行 な う が 、 今 年 度 は そ の 予 備
的 調 査 を 行 な っ た 。
1 。 ヤ ク カ ナ ワ ラ ビ の 浸 透 性 交 雑
カ ナ ワ ラ ビ 属 A rachniodes は 日 本 に 約 20 種 が 知 ら れ る が 、 そ の 倍 程 度 の 雑 種 や
地 方 型 が 記 載 さ れ て い る 。 こ れ ま で の 我 々 の 調 査 で 、 カ ナ ワ ラ ビ 属 の 複 雑 さ は 雑
種 が 僅 か な が ら も 稔 性 を も ち 次 世 代 を 作 っ て し ま う こ と が 一 因 で あ る こ と が 明 ら
か に な っ た 。 例 え ば コ パ ノ カ ナ ワ ラ ビ A. sporadosora と ホ ソ バ カ ナ ワ ラ ビ A
aris 臼 臼 は 、 日 本 列 島 の 各 地 で 雑 種 を 形 成 し 、 そ の 雑 種 が 後 代 を 作 り 複 雑 な 雑 種
集 団 を 形 成 し て い た 。 屋 久 島 の 登 山 道 脇 や 林 床 に 最 も 一 般 的 な ヤ ク カ ナ ワ ラ ビ A
amabilis v a r. amabilis は 、 こ れ ま で あ ま り 注 目 さ れ た こ と が 無 い が 極 め て 多 型 で
あ る 。 こ の 理 由 と し て 様 々 な 種 と 雑 種 を 形 成 し 、 そ れ ら が 分 離 し た り バ ッ ク ク ロ
ス し た り し な が ら 様 々 な 程 度 に 浸 透 性 交 雑 を 起 こ し て い る と 推 察 さ れ る 。 交 雑 の
頻 度 は 撹 乱 の 程 度 に 関 連 す る と 予 想 さ れ る た め 、 本 年 度 は 鈴 川 の 登 山 道 沿 い の カ
ナ ワ ラ ビ 類 を 調 査 し た 。 登 山 道 沿 い に は 、 基 本 的 に は ホ ソ バ カ ナ ワ ラ ビ 、 コ バ ノ
カ ナ ワ ラ ビ 、 ヤ ク カ ナ ワ ラ ビ が 生 育 し て い た 。 こ れ ら は ど れ も 二 倍 体 有 性 生 殖 種
で あ っ た (2n=82 、 n=4 1 ) 。 形 態 的 に は 、 コ パ ノ カ ナ ワ ラ ビ と ホ ソ パ カ ナ ワ ラ ビ に
加 え て ヤ ク カ ナ ワ ラ ビ と ホ ソ パ カ ナ ワ ラ ビ 、 ヤ ク カ ナ ワ ラ ビ と コ バ ノ カ ナ ワ ラ ビ
の 推 定 中 間 雑 種 が 見 出 さ れ た 。 こ れ ら は と 、 れ も 二 倍 体 (2n=82) だ 、 っ た 。 減 数 分 裂
は 正 確 に 調 べ ら れ な か っ た が 、 胞 子 に 異 常 形 が 混 じ っ て い た 。 ア ロ ザ イ ム 多 型 分
析 か ら は 基 本 種 に 種 固 有 の バ ン ド が 見 出 さ れ 、 推 定 雑 種 は 両 親 種 の バ ン ド を 共 有
し て い た 。 推 定 雑 種 は 、 植 林 や 若 い 林 の 林 床 に 多 く 見 出 さ れ た の で 、 今 後 撹 乱 の
少 な い 林 床 、 植 林 や 登 山 道 沿 い の 撹 乱 地 な ど 、 い く つ か の 場 所 を 選 び ヤ ク カ ナ ワ
ラ ビ 集 団 の 解 析 を 行 い 、 各 種 の 純 粋 集 団 と 交 雑 集 団 を 比 較 し 、 ヤ ク カ ナ ワ ラ ビ の
種 と し て の 維 持 機 構 を 明 ら か に す る 予 定 で あ る 。
2 。 小 杉 谷 周 辺 の タ ニ イ ヌ ワ ラ ビ 類 保 全 の 基 礎 デ ー タ
小 杉 谷 周 辺 は 少 な く と も 20 年 前 は 固 有 種 ヤ ク シ マ タ ニ イ ヌ ワ ラ ビ A t h y r i u m
yakushimense を は じ め タ ニ イ ヌ ワ ラ ビ 類 が 豊 富 に 産 す る 宝 庫 で あ っ た 。 と こ ろ が
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ヤクジカによる食害がひどく、ここ数年の調査ではヤクシマタニイヌワラビの大
型個体は 1個体も見出されていない。そのほかのタニイヌワラビ類ではシビイヌ
ワラビA.kenzo-sa臼kei、タイワンアリサンイヌワラビ A. arisanense、ツクシイ
ヌワラビA.kurataeがほぼ絶滅し、ホウライイヌワラビA. subrigescensは僅か
に残っていた。これらの種間には様々な推定雑種があったが、それもほとんど見
られなくなった。イヌワラビ属A的戸iumは特にヤクジカが好んで食べるようだ
が、その他にも小杉谷周辺ではたくさんのシダ植物が現在見つからなくなってい
る。林床には葉長 10cm以下の幼齢個体は見出せるが、種の同定は困難であった。
今回シカ食害から残ったヤクシマタニイヌワラビ、タイワンアリサンイヌワラビ、
ツクシイヌワラビ、ホウライイヌワラビ、ニセムラサキオトメイヌワラビ(タイ
ワンアリサンヌワラビ×ホウライイヌワラビ)を得ることができた。これらは全
て四倍体(2n=160)だ、った。アロザイム多型分析からは、各種が同定可能だ、った。
同定不可能な幼齢個体について、アロザイム多型分析を応用すると同定が可能と
なった。今後、保護柵内の再生を葉の一部を分析することにより継時的にモニタ
リングする予定である。
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